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は じ め に

早稲田大学大学院 教授（医学博士） 

前橋　明 

本書の著者「門倉洋輔」氏は、早稲田大学人間科学部、大学院人間科学
研究科を卒業・修了され、「子どもの健康福祉学」を専門に、修士号を取
得されました。そして、教育経験を積みながら、専門学会での研究成果発
表を経て、このたび、「幼児と健康」の執筆に着手されました。専門学会
では、日本食育学術会議、日本レジャー・レクリエーション学会、国際幼
児体育学会において発表を重ね、また、幼児の健康づくりセミナーにも積
極的に参加され、幼児期からの健康づくりの知識を深める努力もされてお
ります。それも、幼児期の健康教育を大切にされながら歩んでこられ、今
後も精力的に研究・教育・支援活動を続けようとされています。
「門倉洋輔」氏は、明朗で、与えられた課題や仕事に対しては一生懸命

に努力することから、学生や子どもたちからだけでなく、同僚からも強い
信頼があります。研究では、まじめな態度で望み、常に努力をし、あわせ
て、まわりに気を配る心優しい人柄です。

また、本書で取り上げた内容は、「保育における領域『健康』の概要」か
ら始まり、「子どもの健康づくりと生活リズム」、「幼児期の健康に関する
問題」、「幼児期における適切なメディアとの関わり方」、「子どもの発育・
発達」、「子どもの生理的機能の発達」、「体力・運動能力の獲得」、「安全の
指導」、「0～2歳児の身辺自立と生活習慣の形成」、「0～2歳児のあそび」、

「3 ～ 5 歳児の身辺自立と生活習慣の獲得」、「3 ～ 5 歳児のあそび」、「親子
体操のすすめ」、「運動あそびにおける保育者の役割」、「運動あそびへの意
欲づくり」、「行事と自然体験」、「食育」、「保育計画と指導案」の、計 18
章の健康理論と健康づくり実践から構成されています。



ii

このような背景をもとに完成された本書は、大学や短期大学、専門学校
などにおいて、保育や幼児教育、福祉を専門とする学生のみなさんや先生
方の勉学や生活に活かされていくものと、信じております。

2024 年 1 月吉日
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